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メータオ・クリニック支援の会（ＪＡＭ） 

会報メール 第 119 号 

〔2020 年 4 月発行〕 
 

  

 

 

ＮＰＯ法人メータオ・クリニック支援の会（JAM）支援者の皆様 

 

いつもご支援いただき、誠にありがとうございます。  

JAM より、2020 年 4 月号の会報をお送りします。 

 

JAM は 2008年 3 月に発足された NGO です。ビルマ／ミャンマーからタイへ貧困や戦火を

逃れてきた人々の病院、メータオ・クリニックの活動を支援する目的で設立されました。 

 

支援者の皆様へ JAM の最新の活動を２カ月に一度、会報メールにて発信いたします。 

今号では、前回の臨時号に引き続き、メータオ・クリニックにおける COVID−19対応の現

状などをお伝えいたします。 

 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 
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メータオ・クリニック 現状報告 

 

 
【JAM 現地派遣員 有高 奈々絵】 

 

私がメソトを離れてはや 2 週間経ちました。その間世界は COVID-19によるさらなる激震

に見舞われていますが、本日は緊急報告第二弾として、メータオ・クリニックの現在の状況

と緊急支援要請の詳細について報告させていただきます。 

 

タイの感染者数は 4 月 10 日現在 2,473 人で、この 2 週間で約 1,000人増加しましたが、

死亡者数は 33 人で、致死率は日本同様、欧米諸国より低めで推移しています。 

現在メソトを含むターク県は封鎖され、県境をまたぐ移動は禁じられています。メソトで

もバンコク同様、夜間外出禁止令やアルコール販売禁止令が出され、飲食店もテイクアウト

のみの営業になっていますが、それ以外は普通の生活が続けられているようです。幸いメソ

トの COVID-19 確定例は 4 月 10 日現在 2 例だけで、メータオ・クリニックにも疑わしい患者

さんは来院していないとのことです。 

 

クリニックでは来るべき陽性例に備えて、シンシア医師や唯一残っている外国人医師であ

るクリニカルコンサルタントのクリス医師を中心に、連日対策会議（写真①）やスタッフの

トレーニングを続けています。咳＋発熱症例受診時のフローチャートやトリアージ基準の作

成、個人防護具（PPE）の着脱、PCR 検査のための検体採取やご遺体の扱い方のチェックリ

スト作成から、トリアージエリアや隔離室の準備（写真②）、メソト病院や医療系 NGO との

協力体制作り、感染医療廃棄物の扱いや建物の消毒方法の改定まで多岐にわたる準備が行わ

れました。 

 
（左）写真① Social distancing を守ってビデオ会議を行っています。 
（右）写真② セミナーハウスを隔離病棟に変えるべくベッドを運び込んでいます。 
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非医療系を含む全スタッフに PPE の扱い方などの感染管理トレーニングを行った上で、現

在は全ての来院患者さんに受付時に体温測定と症状に関する簡単な問診を行い、咳や熱のあ

る方は専用のトリアージエリアに案内しています。そこでチェックリストに基づきさらに詳

細な問診を行い、COVID-19 の疑いがあれば PCR 用検体を採取、入院適応の患者さんは専用

の隔離室に入院となります。PCR 検査は近隣の医療系 NGO である SMRU で無料で行えるよう

になったため、なんと日本より簡単に PCR が受けられる体制になっています。 

 

重症例はメソト病院に搬送できるよう、メソト病院との協力体制も強化されました。PPE

の購入も進められ、購入が難しい物品については布マスクやユニフォームの縫製、プラステ

ィック板を用いたフェイスシールドの作成、使い捨てガウン代わりの安価なレインコート購

入など、知恵を絞って対応しています。 

 

メータオ・クリニックは患者さん以外にも、移民学校の運営や支援、コミュニティヘルス

ワーカーの教育や広報活動を通じて、メソトのミャンマー移民コミュニティに対して大きな

責任を負っています。衛生環境や栄養状態が不良かつ住民の密集した移民コミュニティで一

定数の陽性者が発生すれば、短期間で感染爆発を起こし多数の死者が出ると予想されます。

タイ語を話さず情報弱者でもある彼らに身を守る術を伝えるため、メータオ・クリニックは

感染予防に関するビルマ語、カレン語のポスター（写真③）を作製、配布したり、地元放送

局と協力して、通常はビルマ語のみのラジオ放送を

COVID-19 に関してはカレン語でも行ったりと情報提供に

努めています。 
 

またクリニックのスタッフによる、コミュニティヘル

スワーカーを対象とした感染予防の教育、トレーニング

も開始されました。彼らがコミュニティの人々に正しい

知識を伝え注意を喚起することで感染予防策を広めるこ

とができれば、感染爆発を防ぐ大きな力になると期待さ

れます。またミャンマー側の診療拠点でもオンライン会

議を通じて現地のヘルスケアワーカーのトレーニングを

行う、タイ保健省と協力し 9 つの難民キャンプにおける

緊急時対応計画や患者搬送について協議するなど、クリ

ニックは院外でも幅広い活動を展開しています。 

写真③ 院内に掲示された 
COVID-19 に関するポスター 

 

 そのような当初予定されていなかった活動のためには、当然、追加資金が必要となりま

す。メータオ・クリニックは現在 3 か月分の公衆衛生緊急基金（public health emergency 

budget 2020）として約 1100 万円の緊急予算を計上、各ドナーに支援を呼びかけています。

内訳は医薬品 100 万円、各種マスクや手袋などの PPE 300 万円、使い捨てガウン代わりのレ

インコート 4 万円、衛生キット 10 万円、消毒用エタノールなど消毒用物品 50 万円、隔離

室などの設備改良費 35 万円、重症患者搬送費 310 万円、スタッフトレーニング費 13 万円、

コミュニティ教育費 7 万円、スタッフの時間外手当・福利厚生 40 万円、通信移動費 20 万
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円、細かいところでは非接触型赤外線体温計 5 万円、手洗い台（写真④）14 万円、PPE 洗濯

のための洗濯機 3 万円、布マスクやユニフォームなどを縫うためのミシン 14 万円などとな

っております。 

 
（左）写真④ 院内各所に新たに設置された手洗い台とハンドソープ。 
（右）患者さんとその家族の光景。 

 

4 月に入りクリニックから各ドナーに weekly update として活動状況を知らせるメールが

毎週届けられ、タイムリーな情報提供や透明性維持が図られています。JAM はメータオ・ク

リニックに対して、主に PPE や消毒用物品の購入資金として 125 万円の資金提供を 3 月末に

行いました。国際赤十字委員会（ICRC）などの大手の国際協力団体も支援を約束していると

のことですが、JAM の迅速な支援は非常に喜ばれ、現地と密接に関わりかつ小回りが利くと

いう JAM の利点が生かせたかと思います。 

 

世界的な COVID-19 危機は長期戦になると予想され、メソトのミャンマー移民コミュニテ

ィを守るためには今後も息の長い支援が求められます。現地派遣員は一時帰国してしまいま

したが、JAM は日本からできる支援としてメータオ・クリニックに関する情報発信、支援の

お願いを続けてまいりますので、今後ともご支援のほど宜しくお願いいたします。 

 

 

 

国際保健医療協力のなかで（44） 
【小林 潤】 

 
4 月 1 日から研究科長兼学科長を拝命することになったが、拝命する前の 3 月中旬から新型コ

ロナ対策を指揮することになり、毎晩深夜までの作業が続いた。自分のなかで国際的な仕事をす

るうえでもはや常識化していたビデオ会議は、ローカルな大学では常識ではなかった。当初医学

部教授会で遠隔講義のソフトの説明をでき、その導入を強く主張したのは私だけだった。昨日大
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学の中で、いち早く講義を ONLINE で進めることが学科という組織全体で始めることに成功し

た。ここ数日は全学での対応や、個々の学生や教官への対応と走り回っている。県対策本部との

連携も課題だ。 
 
中国武漢から始まり、ロンドンやニューヨークの先進国の大都市の惨状が連日ニュースで流さ

れ、東京、さらに沖縄にも危機は迫っている。そのようななか、3 月 30 日に UNDP（国連開発計

画）から声明がだされた。以下、抜粋である。 
「このパンデミックは健康危機です。しかし、単なる健康危機だけには留まらないでしょう。

世界中の至る地域で、パンデミックは深い傷跡を残すでしょう」「国際社会からの支援が行われな

ければ、過去 20 年間に遂げられた成長が大幅に後退するリスクを冒すこととなります。全ての世

代において、例え命が失われなかった場合においても、権利、機会、尊厳が失われることになる

でしょう。」「広がり続ける COVID-19 の危機は、短期的な健康危機としてだけでなく、今後数ヶ

月、数年にわたる壊滅的な社会的および経済的危機となり、特に開発途上国は不均衡かつ甚大な

被害に襲われる可能性があります。」 
 
東日本大震災のときは、世界が日本を支援してくれた。日本が支援してきた多くの国も、それ

らの国の個人も、様々な形で支援の手を差し伸べてくれた。日本が、日本の市民が支援を世界に

行ってきて本当によかったと実感できた一つだった。今回の危機は、残念ながら世界殆どの国に

危機をもたらしてしまうだろう。そんな中、国連事務総長は、この世界的危機にたいして日本の

支援に期待するという発言がだされた。 
 
いつ日本は動けるのだろうか？ 
 
開発途上国が深刻な状況に陥る前に、日本を含めて先進国がこの感染症の終息に成功できるか。

経済をもとの軌道にもどせるように走り始められるか。今までと全く違った民間主導の支援が始

まるかもしれない。 
 

 

メータオ・クリニックへの寄付のお願い 
 
 メータオ・クリニックでは現在、COVID-19追加対策のための 3 か月分の緊急支援を呼び

かけています。厳しい環境の中で困難に立ち向かうメータオ・クリニックに、ぜひ皆様のご

支援をお願い致します。 

 

 

■振込み先 

 

ホームページ（www.japanmaetao.org）からクレジットカード決済も可能です。   

「あなたとできること」→「賛助会員になる」の下「クレジットカードによるお申し込みはこちら」へお進みください。 

 

＜振込先口座＞ 

ゆうちょ銀行（銀行コード 9900） 

支 店 名：〇一八（ゼロイチハチ） 

口座名義：NPO 法人 メータオ・クリニック支援の会 

http://www.japanmaetao.org/
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（カタカナ） トクヒ）メータオ クリニックシエンノカイ 
口座番号：10140－8960841 

＊他行からのお振込みの場合 普通 0896084    

 

ご不明な点は、事務局（support@japanmaetao.org）までご連絡ください。 

 

 

編集後記 
 新型コロナウィルスにより、世界中で本当にたくさんの人が、これまで当たり前だと思ってい

た生活を送ることができなくなりました。命懸けで働いている保健医療従事者はもちろん、託児

所の人、スーパーやコンビニの店員、運送・宅配業者など、すべての人に感謝。 
ツイッターでは、ニュージーランド警察のこんな言葉が話題になったそうです。「史上初めて、

何もせずにテレビの前で寝転がってるだけで、人類を救えるんだ。しくじるなよ」。 
 

 

次号の予定 
 

次号は、６月下旬ごろ配信の予定です。 

最新情報は、インスタ、ツイッター、ホームページでも、随時更新していきますのでぜひ、お

時間があるときにご覧ください。 

 

メータオ・クリニック支援の会(JAM)の活動を支援して下さり、心より御礼を申し上げます。JAM

の活動は皆さまからの温かい寄付によって支えられ、院内感染予防活動、移民学校での啓発活動

など様々なプロジェクト・設備投資を実施しています。 

支援の輪が広がっていけるよう、どうぞ当会の Facebookもフォローして「いいね」や「リツイ

ート」で応援してください。 

 

当会では、都度の支援金の受け入れとともに、「1 日 10 円からの支援」を基本とし、継続的なご

支援をお願いする賛助会員制度を用意しております。 

【一般会員】3,650 円/年   【学生会員】1,825 円/年   【法人会員】36,500 円/年 

当会ホームページにアクセスしていただき、お申し込みフォームから会員登録のうえ、指定の口

座へのお振込をしていただきますと、賛助会員として登録させていただきます。詳しくは当会ホ

ームページをご覧ください。 

 

 

 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 
ＮＰＯ法人メータオ・クリニック支援の会 

Japan Association for Mae Tao Clinic（JAM） 
 

日本事務局宛て 
E メール 

support@japanmaetao.org 

JAM ウェブサイト www.japanmaetao.org 

mailto:support@japanmaetao.org
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Facebook 
 

Japan Association for Mae Tao Clinic (JAM) で検索して下さい。 
https://www.facebook.com/JapanAssociationforMaeTaoClinic/ 

Instagram https://www.instagram.com/japan_association_maetaoclinic/ 

Twitter https://twitter.com/japanmaetao 

 

※掲載されている全ての内容、文章の無断転載を禁止します。 
◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

https://twitter.com/japanmaetao



